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共助の精神で、
非日常を越える2

砂鉄川の河川堤防が平成18年に

完成したことで、水害はないと安
心していた。しかし、昨年7月の

集中豪雨で甚大な被害を受けた。
自然を相手に、100％の安全はな

いことを改めて痛感した。

小野寺 講
こ う

一
い ち

 さん 松川第10区
行政区長

日頃の情報収集と避難時の準備を啓発

自分たちでルールを決めること

が大事だと感じた。実際の避難
所では、もっと複雑な意見や要
望が出ると思う。この訓練での

経験は、地元の自主防災組織で

伝えていきたい。

松澤 啓
け い

一
い ち

さん 真滝８区自主防災会

もしも、に備える避難所生活を体験

　

災
害
に
よ
っ
て
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
絶

た
れ
た
状
態
や
、
避
難
所
で
の
生

活
は
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
に
も

大
き
な
負
担
を
与
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
非
日
常
を
、
少
し

で
も
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
、
ル
ー
ル
を
作
り
、
守
る

こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
生
活
体
験（
サ
バ
イ
バ
ル

キ
ャ
ン
プ
）
は
、７
月
19
、
20
日
に
一

関
学
習
交
流
館
で
開
か
れ
、参
加
者

は
非
日
常
に
必
要
な
知
識
と
ル
ー

ル
の
大
切
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

市
、
平
泉
町
の
自
主
防
災
組
織

の
会
員
、
婦
人
協
力
隊
、
消
防
本

部
職
員
な
ど
60
人
が
参
加
。
地

震
で
建
物
が
倒
壊
し
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
寸
断
さ
れ
、
避
難
所
に
集

ま
っ
た
設
定
で
生
活
を
開
始
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
３
班
に
分
か

れ
、
代
表
を
決
定
し
、
班
ご
と
の

ル
ー
ル
を
決
め
て
、
互
い
の
役
割

を
確
認
し
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
を

敷
き
詰
め
て
食
事
場
所
を
設
営
し

た
り
、
食
事
の
準
備
を
行
っ
た
り

と
、
役
割
に
沿
っ
て
、
協
力
し
な

が
ら
非
日
常
へ
の
心
構
え
を
体
感

し
ま
し
た
。

の
防
災
意
識
を
高
め
、
世
代
間
の

距
離
を
縮
め
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
再
生
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

一
刻
を
争
う
緊
急
時
は
、
誰

が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
を
調

べ
る
時
間
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
で
互
い
の

家
や
家
族
の
こ
と
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
は
、

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、世
代

間
や
地
域
の
連
帯
感
は
薄
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
市
内
に
は
急
傾
斜
地

な
ど
、
１
４
０
０
も
の
危
険
個
所

が
あ
り
、
浸
水
や
土
砂
災
害
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
一

人
で
全
て
把
握
す
る
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
地
域
住
民
に

よ
る
任
意
の
防
災
組
織
。
主
に
自

治
会
が
母
体
と
な
り
、
地
域
住
民

が
自
主
的
に
連
帯
し
て
防
災
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
９
０
・
４
４
パ
ー
セ
ン
ト
。
大

半
の
地
域
で
組
織
化
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。「
避
難
訓
練
」「
消
火

訓
練
」「
炊
き
出
し
訓
練
」
な
ど
、

様
々
な
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
か

ら
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
危
険

個
所
や
避
難
場
所
を
記
し
た
防
災

マ
ッ
プ
の
作
製
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
住
民

　

ま
ず
は
家
庭
、
次
に
隣
近
所
、

そ
し
て
地
域
へ
と
、
古
き
よ
き
時

代
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と

が
、
土
壇
場
の
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
ま
す
。

　

先
の
震
災
に
お
け
る
避
難
所
生

活
を
裏
で
支
え
た
の
は
、
自
主
防

災
組
織
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
被
災
者
同
士
の
共
助
で
し
た
。

　

共
助
と
は
、
共
に
支
え
あ
い
、
助

け
合
う
こ
と
。
災
害
が
長
期
化
す

る
と
、一
過
性
の
備
え
だ
け
で
は
太

刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
大
災
害
は
、

お
互
い
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
乗

り
越
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
共
助

の
精
神
を
育
む
こ
と
。
こ
れ
が
自

主
防
災
組
織
の
目
的
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

及川勝
か つ

則
の り

さん及川及川勝
か つか つ

則
の りの り

さん
大東第2分団第4部副部長

　「地域の役に立ちたい」。そう思って、消
防団に入団しました。以来、24年になり

ます。仕事の合間に行う消防団活動は、大
変ですが、やりがいも感じます。団員同士
が互助の精神で協力し合っています。
　市

い ち

ノ
の

通
かよう

集落では、東日本大震災の経験か

ら自主防災組織を結成しました。まずは市
の補助を受け、発電機などの機材を揃えま

した。次に日常から防災意識を高めよう

と、定期的な訓練を計画しました。訓練
というとハードルが高いので、自治会の

運動会に合わせ、緊急通報と消火器操作
訓練などを行いました。行事に合わせた

ことで子供から年配の人まで、多くの人
が参加しました。訓練では、実際に私の

携帯電話から消防署に通報しました。緊
張からか、災害の状況を正確に伝えるの

は難しかった。これが非常時だったらと

思うと訓練の必要性を痛感します。
　昨年７月の大雨では、集落でも過去に

例のないほど河川が氾濫しました。農地
や道路の決壊など、大きな被害を受けま

した。床下浸水の被害を減らすため、自
主防災組織の皆さんが、川から流れ込ん

だゴミを除去しました。とっさの応急措
置でしたが、被害の拡大を防ぐことがで

きました。
　これからも消防団と自主防災組織が力
を合わせて、防災に取り組んでいきたい

と思います。

消防団と自主防災組織が
連携して防災に取り組む

自主
防災組織に

聞く

共
助
の
精
神
を
育
む

避
難
所
の
暮
ら
し
を
体
験

▼  Extraordinary2rd Mission

特集 災害に備える

2 1

Protection from Disaster

　

主
催
し
た
市
消
防
本
部
の
佐
藤

幸
紀
防
災
安
全
対
策
監
は「
市
や

警
察
、
消
防
の
援
助
を『
公
助
』
と

言
い
ま
す
。
全
て
の
避
難
所
に
公

助
が
行
き
渡
る
の
に
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
食
事
の
順
番
や
掃
除

当
番
な
ど
の
身
の
回
り
の
こ
と
は
、

自
分
た
ち
が
主
体
と
な
る
こ
と
で

避
難
所
生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら

せ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
水
害
に
よ
っ
て
、

東
山
町
松
川
地
域
は
大
き
な
痛
手

を
負
い
ま
し
た
。

　

非
日
常
を
体
感
し
た
松
川
第
10

区
行
政
区
長
の
小
野
寺
講
一
さ
ん

は「
昨
年
は
、
26
世
帯
中
22
世
帯
が

床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
。地
域

に
は
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
災
害
弱

者
も
多
い
」
と
眉
を
ひ
そ
め
ま
す
。

　

松
川
地
域
は
、
17
年
に
自
主
防

災
会
を
組
織
。
学
習
会
な
ど
の
防

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
野
寺
さ
ん
は
、「
安
心
感
は
備

え
て
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、
油
断

す
る
と
奪
わ
れ
る
。
雨
量
や
砂
鉄

川
の
水
位
は
テ
レ
ビ
で
も
確
認
で

き
る
。
教
訓
を
次
に
生
か
し
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
す
。

4_子供たちを交えた消火訓練／　5_毛布と単管パイ

プを使った救助訓練。どちらも大東町市ノ通自治会の

運動会内で行いました

4

_子供たちを交えた消火訓練／　
5

非常は長期化すると非日常になる。
日常を取り戻すカギ。共助とは何か

3

避
難
の
経
験
を
忘
れ
な
い

1_段ボールを使って、食事用
のテーブルや寝床を作りまし

た／　2_班で決めたルール

を書き出して、お互いに確認
しあう。ルールは作るだけで

なく、守るための工夫も必要で

す／　3_東山を流れる砂鉄
川と松川十二木橋付近。普段
は穏やかな流れだが、大雨に

よって表情を一変させます


